
飛鳥・藤原京復原模型の製作

飛鳥資料館

飛鳥資料館では展示内容の充実に努めているが，本年度はその一環として，飛鳥・藤原虫復

原模型を製作した。模狐の縮尺は1 , 0 0 0 分の１とし，飛鳥・藤原京城を中心とする５．５ｋｍ四

方の範| 州を復原の対象とした。地形の復原は奈文研作成1 , 0 0 0 分の１地形図をベースとし，こ

れまでの調査研究の成果に韮いて，薪~｢ の改変を施した。たとえば，藤原京域内を斜めに縦断

する飛鳥川については，後l l t の改修の形跡が明らかであり，現流路の周辺に残る灘曲した水' 1 1

1 雌畔等の地割をもとに，やや蛇行する| Ｈ流路を復原した。また藤原宵東方に流れる中川は東三

坊大路推定位樹に沿って南北に通じているので，〃( 内の堀河であったとする兇解をうけて，こ

れを人工的に整備した迩刈として復原した。その他にも，発掘調査の成果や地形の状況を検討

して，1 3 0 0 年前の蚊観の復原に努めたが，もとより不分明な点はおびただしく，推定あるいは

想定をたくましくせざるをえなかった部分も多い。なかでも，農観上妓も亜要な要素となる藤

原京の規模や位満についてさえ，近年いくつかの異説が| 偶えられているし，あるいは，都の周

辺に拡がる悠大な水H 1 の川制に関しても，現在みられる条里制と異なっていたことは確かであ

るが，その実情は必ずしもl ﾘ j らかにされていない。こうした多くの雄本的な問題点があったこ

とに加えて，製作期間がきわめて限られていたために，所期の' ' 論兄を允分に表現しきれなか

った部分もいくつか残された。

全体で使川した建物は5 0 種およそ8 , 0 0 0 棟，枝振りを表した樹木は1 3 , 0 0 0 本をかぞえる。藤

原脚人械殿院の諸建物や寺院伽隙建物など一点ずつ個別につくった特殊な建造物以外は，木片

とアクリル板で製作した原狐をもとに陵数の雌型をつくり，それに合成樹脂を流し込んで大鼓

製作するﾉ ﾝ 法をとった。また地形ベースの製作は，地形図の人きさ，つまり1 0 0 ｃｍ× 7 0 ｃｍの

ブロックごとに行った。従って，光成した５．５ｍ四万の大復原. 僕哩は，全体で４８個のブロッ

クに容易に分削できるようになっている。なお，模咽の_ 上台づくりから，妓後の仕上げまで，

製作作業のほぼ金工瀧は，すべて ､ 罰館の下で行った。（井上和人）
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